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（テーマ名） 実時間・高分解能の画像センシング技術 

 

（シーズ概要） 

二次元的に分布するさまざまな情報を画像として実時間かつ高分解能で計測するシステムを研

究している．実現の要点は，1)対象とする情報の光信号への変換，2)変換された情報の画像セン

サ上での実時間かつ高分解能での検出，の二点にある．2)については，従来のビデオカメラ用撮

像素子では不可能な，高速に時間変化する信号を画素並列に検出することのできる「時間相関イ

メージセンサ」を用いる点に最大の特色がある．以下に具体例を示すが，その他幅広い分野に応

用可能である． 

1. スペクトル整合イメージャ 

スペクトル（分光）特性が既知の波形と一致する物体をフレームレートで検出するシステム．

色情報より高い検出能力があり，生育判定，病理診断，真贋鑑定などに有用である． 

2. 実時間ヘテロダイン干渉画像計測 

光の波長以下の分解能でかつ実時間で干渉計測を実現する手法．凹凸形状，変形，光学特性な

どの計測に有用である． 

（研究成果の産業への展開例） 

具体的な成果はまだないが，外観検査，自律ロボット，セキュリティなどで技術が生かせると

期待される． 
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